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◆
年
の
瀬
を
迎
え
、
１
年
を
振
り
返
る
時
期
に
な
っ
た
。

農
業
・
農
村
を
巡
っ
て
も
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
最
大
の

農
政
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
思
っ
た
ら
、
ま
た
、
農
政
転
換
で
あ
る
。

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
関
心
事
は
、
農
地
法
等
の
改
正
で
あ
っ
た
。

政
省
令
等
も
整
い
、
今
月
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

農
地
制
度
の
基
本
を
「
所
有
」
か
ら
「
利
用
」
へ
と
再
構
築
す
る
も
の

で
あ
る
。
戦
後
の
農
地
解
放
で
自
作
農
を
創
設
し
た
が
、
こ
の
自
作
農

を
表
す
文
言
が
法
の
目
的
か
ら
も
消
え
た
。
小
作
地
、
小
作
農
の
表
現

も
な
く
な
っ
た
。
半
世
紀
余
を
経
て
の
大
幅
改
正
で
あ
り
、
隔
世
の
感

が
あ
る
。

◆
今
年
は
、
夏
の
不
順
天
候
に
よ
り
、
梅
雨
明
け
発
表
が
な
か
っ
た
。

観
測
史
上
５
回
目
な
そ
う
で
あ
る
。
米
の
作
柄
が
県
北
・
沿
岸
で
平
年

を
下
回
り
、ま
た
、台
風
18
号
に
よ
り
農
作
物
等
に
被
害
を
被
っ
た
が
、

全
体
と
し
て
ま
ず
ま
ず
の
出
来
秋
と
な
っ
た
。
何
よ
り
で
あ
る
。

◆
と
こ
ろ
で
、「
梅
雨
明
け
の
な
い
年
は
政
変
が
起
こ
る
ジ
ン
ク
ス
が

あ
る
。」？
と
の
新
聞
記
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
８

月
の
衆
議
院
選
挙
に
よ
り
新
し
い
政
権
が
誕
生
し
た
。
農
業
・
農
村
は

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
農
は
国
の
基
で
あ
り
、
人
々
の
暮
ら
し
と
命

を
支
え
る
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
そ
し
て
永
久
に
持
続
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業
者
が
将
来
展
望
の
も
と
に
意
欲
を
持
っ
て
頑

張
る
こ
と
が
で
き
る
力
強
い
農
政
の
展
開
を
切
に
望
む
も
の
で
あ
る
。

◆
新
た
に
導
入
さ
れ
る
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
販
売
農
家
全

て
を
対
象
と
し
、
総
力
戦
で
農
業
生
産
を
担
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
就
農
実
態
を
見
る
と
従
事
者
の
半
数
近
く
が
70
歳
以

上
で
あ
る
。
我
が
国
の
農
業
構
造
を
ど
う
描
く
か
も
重
要
な
視
点
で
あ

る
と
考
え
る
。
初
年
度
は
と
り
あ
え
ず
、
米
を
対
象
に
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
も
踏
え

た
実
効
性
の
あ
る
制
度
と
し
て
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
、
大
い
に
期
待
し

た
い
。

◆
い
よ
い
よ
改
正
農
地
法
等
が
具
体
的
に
運
用
さ
れ
る
。
系
統
組
織
は

極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
総
力
を
結
集
し
遺
漏
な
き

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

来
る
、
平
成
22
年
の
干
支
は
と
ら
．
．

。「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
児
を
得

ず
」
を
果
敢
な
挑
戦
と
と
ら
え
、
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
年
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
良
い
年

を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

岩
手
県
農
業
会
議
　
会
長
　
佐
々
木
　
正
　
勝

今
年
を
振
り
返
っ
て
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11
月
12
日
、
盛
岡
市
都
南
文
化
会
館

に
約
７
０
０
人
の
農
業
委
員
が
集
い
第

54
回
岩
手
県
農
業
委
員
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
宮
舘
壽
喜
岩
手
県
副
知

事
（
知
事
代
理
）、
小
野
寺
研
一
岩
手

県
議
会
副
議
長
（
議
会
議
長
代
理
）
を

始
め
各
界
か
ら
多
く
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

開
会
に
当
た
り
佐
々
木
正
勝
農
業
会

議
会
長
は
、「
年
内
に
改
正
農
地
法
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
現
場
で
農

地
制
度
を
運
用
す
る
農
業
委
員
会
の
業

務
が
質
・
量
と
も
に
増
大
す
る
が
、国
、

県
、市
町
村
の
理
解
と
支
援
の
も
と
に
、

組
織
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
総
力
を

結
集
し
、
食
料
供
給
基
地
を
標
榜
す
る

本
県
農
業
・
農
村
の
発
展
に
向
け
て
、

与
え
ら
れ
た
役
割
を
果
た
し
て
参
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
主
催
者
の
挨

拶
を
行
い
、
ま
た
、
ご
来
賓
の
方
々
か

ら
は
、
農
業
委
員
の
地
域
で
の
活
動
に

対
す
る
期
待
と
激
励
の
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
小

笠
原
文
一
氏
（
釜
石
市
）、
農
業
会
議

会
長
か
ら
は
、
農
政
功
労
者：

鈴
木
昭

男
氏
（
一
関
市
）、
熊
谷
信
義
氏
（
一

関
市
）、
農
事
功
労
者：

多
田
嘉
一
氏

（
遠
野
市
）、
及
川
斌
人
氏
（
奥
州
市
）、

永
年
勤
続
農
業
委
員：

浪
岡
清
美
氏

（
二
戸
市
）
ほ
か
５
名
の
方
々
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
農
業
委
員
会
活

動
、
全
国
農
業
新
聞
普
及
に
対
す
る
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
提
出
議
案
の
審

議
で
は
、
議
長
団
に
北
上
市
農
業
委
員

会
の
高
橋
久
悦
会
長
と
一
関
市
農
業
委

員
会
の
千
葉
哲
男
会
長
を
選
出
し
て
議

事
が
進
め
ら
れ
、
議
案
第
１
号
、
農
業

施
策
の
充
実
に
関
す
る
要
請
決
議
、
議

案
第
２
号
、
新
・
い
わ
て
の
農
地
と
担

い
手
を
守
り
活
か
す
運
動
の
取
り
組
み

に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
、
議
案
第

３
号
、
全
国
農
業
新
聞
・
全
国
農
業
図

書
等
情
報
活
動
の
強
化
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
決
議
を
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
会
宣
言

を
陸
前
高
田
市
農
業
委
員
会
石
川
滿
雄

会
長
か
ら
農
業
委
員
に
与
え
ら
れ
た
役

割
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
総
力

を
結
集
し
て
邁
進
す
る
と
の
大
会
宣
言

が
な
さ
れ
、
最
後
に
遠
野
市
農
業
委
員

会
の
北
湯
口
進
会
長
の
音
頭
で
万
歳
三

唱
が
会
場
を
揺
る
が
し
午
前
の
部
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
弁
護
士
の

木
賢
氏
か

2
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ら
「
農
地
制
度
改
革
を
は
じ
め
と
し
た

最
近
の
農
政
の
動
き
と
農
業
委
員
会
の

役
割
」
と
題
し
て
の
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
改
正
農
地
法
等
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
改
正
の
趣
旨
・
ね
ら
い
を
十
分

理
解
の
上
、
他
の
機
関
や
団
体
の
連
携

の
も
と
で
、
農
業
委
員
会
の
活
動
が
適

正
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
あ
る
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

大
会
終
了
後
、
佐
々
木
会
長
、
館
澤

副
会
長
が
決
議
さ
れ
た
要
請
書
を
も
っ

て
瀬
川
純
農
林
水
産
部
長
に
要
請
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
々
木
一
榮

県
議
会
議
長
、
小
野
寺
研
一
県
議
会
副

議
長
に
は
11
月
15
日
に
、
県
選
出
の
国

会
議
員
に
は
12
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た

農
業
委
員
会
会
長
と
の
意
見
交
換
の
場

で
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

本
会
は
、
11
月
２
日
「
農
地
再
生
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
６
人
を
委
嘱
し
、

そ
の
出
発
式
を
行
っ
た
。
佐
々
木
会
長

と
県
農
業
振
興
課
杉
原
総
括
課
長
か

ら
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
対
す
る
期

待
と
激
励
が
あ
っ
た
後
、
佐
々
木
会
長

か
ら
耕
作
放
棄
地
解
消
の
の
ぼ
り
旗
が

手
渡
さ
れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

農
協
の
営
農
指
導
員
や
農
業
普
及
員
Ｏ

Ｂ
等
で
農
業
会
議
の
嘱
託
員
と
し
て
各

農
協
等
に
配
置
さ
れ
、
各
地
域
の
農
業

委
員
会
、
農
業
委
員
等
と
連
携
し
て
耕

作
放
棄
地
の
実
態
把
握
と
解
消
対
策
や

新
作
目
の
栽
培
支
援
に
取
り
組
む
。

配
置
先
は
全
農
県
本
部
に
石
川
重
雄

さ
ん
（
61
）、
新
岩
手
農
協
東
部
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
（
岩
手
町
）
に
民
部
田

信
一
さ
ん
（
66
）
、
坂
待
純
一
さ
ん

（
61
）、
同
奥
中
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

（
一
戸
町
）
に
田
村
善
幸
さ
ん
（
60
）、

同
宮
古
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー（
宮
古
市
）

に
畠
山
市
右
衛
門
さ
ん
（
50
）、
花
巻

農
協
遠
野
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
（
遠
野

市
）
に
菊
池
勝
廣
さ
ん
（
56
）。

出
発
式
の
後
、
早
速
、
県
や
農
業
会

議
の
担
当
者
か
ら
、
農
地
制
度
や
耕
作

放
棄
地
解
消
の
事
業
・
制
度
等
に
つ
い

て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
初
め
て
聞
く

話
が
多
く
と
ま
ど
っ
て
い
る
様
子
で
あ

っ
た
が
、
６
人
が
そ
れ
ぞ
れ
電
話
番
号

を
交
換
す
る
な
ど
し
て
、
お
互
い
が
連

絡
し
合
い
、
頑
張
る
こ
と
を
誓
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。
農
業
委
員
の
皆
様
と
情

3
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農
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再
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６
人
の
農
地
再
生
コ
ー
デ
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願
う
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報
を
共
有
し
て
効
果
的
な
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
国
の
「
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
」
を
活
用
し
た
県

の
委
託
事
業
で
２
０
１
１
年
度
ま
で
の

３
年
間
続
け
ら
れ
ま
す
。

4
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近
年
、
全
国
的
、
ま
た
当
奥
州
市

に
お
い
て
も
農
家
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
国
民
の
食
料
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
こ
の
問
題
へ
の
対
応
が

急
務
で
す
。
ま
た
食
料
自
給
率
の
低
水

準
と
、
消
費
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
な

ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
日
本
の
農
家
は
ど
う
な
る
の
か
と
懸

念
し
て
い
ま
す
。

人
間
生
き
る
た
め
に
は
、
安
全
で
安

心
な
食
料
が
一
番
大
切
な
事
は
誰
も
が

望
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
農
業
委
員
の
役
割
は
、
農
地

の
保
全
や
担
い
手
の
育
成
な
ど
様
々
あ

る
訳
で
す
が
、
稲
作
農
家
に
お
い
て
は

３
分
の
１
以
上
が
減
反
、
米
価
の
値
下

が
り
等
で
大
規
模
農
家
で
も
経
営
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、

当
市
に
お
い
て
は
そ
の
支
援
策
と
し
て

認
定
農
業
者
に
対
し
て
独
自
に
「
農
地

流
動
化
事
業
助
成
金
」
の
交
付
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
農
業
に
思
う

奥
州
市
農
業
委
員
会

会
長
　
佐
藤
　
清
信

今
、
国
政
で
は
戸
別
所
得
補
償
制

度
の
案
が
出
さ
れ
、
又
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
が
継
続
と
決
着

し
第
３
期
対
策
が
見
え
て
き
た
よ
う

で
す
が
、
営
農
が
継
続
で
き
る
体
制

が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
つ

つ
、
農
業
の
発
展
の
た
め
農
業
委
員

と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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優
良
担
い
手
表
彰
で
本
県
か
ら
３
経

営
体
が
表
彰
さ
れ
る

平
成
21
年
度
優
良
担
い
手
表
彰
で

農
林
水
産
大
臣
賞：

有
限
会
社
姫
園

芸
、
農
林
水
産
省
経
営
局
長
賞：

有

限
会
社
高
橋
農
産
、
全
国
担
い
手
育

成
総
合
支
援
協
議
会
会
長
賞：

片
小

沢
営
農
組
合

11
月
17
日
（
火
）
に
、
さ
い
た
ま

市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
12
回
全
国
農

業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

in

埼
玉
」
の

席
上
で
本
県
か
ら
推
薦
さ
れ
た
３
経

営
体
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
に
輝
い
た
。

○
農
林
水
産
大
臣
賞

有
限
会
社
姫
園
芸

（
代
表
取
締
役
桜
糀
哲
也
氏
　
雫
石
町
）

60
万
ポ
ッ
ト
の
花
苗
生
産
販
売
と

東
北
最
大
級
の
直
売
施
設
を
装
備
し

た
花
き
専
業
経
営
。
年
間
13
万
人
の

お
客
を
相
手
に
し
た
花
苗
販
売
に
加

え
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
、
グ
リ

ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
持
つ

ス
タ
ッ
フ
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
な

ど
の
開
催
を
通
じ
て
２，
５
０
０
人

の
会
員
に
対
し
て
「
育
て
る
」「
つ
く

る
」
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら

に
敷
地
内
に
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併

設
し
、
来
店
者
に
郷
土
料
理
を
提
供

し
、
お
客
の
満
足
度
を
高
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
伝
承
に
も
務
め
て
い
る
。

○
農
林
水
産
省
経
営
局
長
賞

有
限
会
社
高
橋
農
産

（
代
表
取
締
役
高
橋
信
氏
　
紫
波
町
）

水
稲
、
小
麦
を
そ
れ
ぞ
れ
12
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
り
ん
ご
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
経
営
で
産
直
施
設
で
の
販
売

や
、
米
、
り
ん
ご
、
ジ
ュ
ー
ス
を
詰

め
合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
の
個
別
販
売
に

も
取
り
組
む
。
米
、
り
ん
ご
と
も
に

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
取
得
し
、
減
農

薬
、
減
化
学
肥
料
栽
培
に
よ
り
差
別

化
を
図
っ
て
い
る
。
親
か
ら
は
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
規
模
で
継
承
し
、
そ
の
後
、

30
年
か
け
て
農
地
購
入
や
借
地
、
作

業
受
託
で
現
在
の
規
模
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
研
修
生
の
受
け
入
れ
、

後
継
者
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、

直
売
を
盛
岡
市
で
も
展
開
す
る
な
ど

販
売
面
に
力
を
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。

○
全
国
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
会
長
賞

片
小
沢
営
農
組
合

（
代
表
根
澤
將
次
氏
　
雫
石
町
）

水
稲
26
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
小
麦
11
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
大
豆
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

経
営
す
る
集
落
営
農
組
織
。
平
成
13

年
に
現
組
合
の
前
進
と
な
る
片
小
沢

２
０
０
１
生
産
組
合
を
10
戸
で
組
織

し
、
個
別
転
作
か
ら
集
団
化
を
図
り
、

平
成
18
年
の
水
田
経
営
所
得
安
定
対

策
を
契
機
に
、
33
戸
の
集
落
ぐ
る
み

の
営
農
組
織
に
発
展
さ
せ
た
。

土
地
利
用
に
あ
た
っ
て
は
小
麦
＋

菜
種
の
１
年
２
作
体
系
を
導
入
し
、

景
観
形
成
と
土
づ
く
り
に
加
え
、
町

の
福
祉
施
設
と
連
携
し
て
な
た
ね
油

の
搾
油
・
販
売
な
ど
障
害
者
の
社
会

参
加
へ
の
協
力
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

TOPICS
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No.23 平成21年12月15日

編
集
・
発
行
人
／
事
務
局
長
・
齋
藤
　
恭
　
〒
０
２
０
―
０
０
２
４

盛
岡
市
菜
園
一
丁
目
4
番
10
号
（
第
二
産
業
会
館
4
階
）

電
話
〇
一
九
―
六
二
六
―
八
五
四
五
　
印
刷
／
川
口
印
刷
工
業
株
式
会
社

1 月６～７日　
女性農業委員活動研修会
（盛岡市）

12日　農業委員ブロック別研修会
（沿岸地区宮古市）

13日　農業委員ブロック別研修会
（県南地区奥州市）

14日　農業委員ブロック別研修会
（県北地区盛岡市）

15日　第352回常任会議員会議
（エスポワールいわて）

２月10日　市町村農業委員会事務局長会議
（盛岡市）

２月15日　第353回常任会議員会議
（エスポワールいわて）

17～18日　
市町村農業委員会会長会議
（盛岡市）

３月15日　第354回常任会議員会議
（エスポワールいわて）

24日　岩手県農業会議定期総会
（盛岡市）

22年1月から3月までの主要な行事
○
改
正
農
地
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
農
業
委
員
会
に
は
、
貸

借
規
制
の
緩
和
に
伴
う
適
正
な

判
断
、
許
可
後
の
利
用
状
況
報

告
に
伴
う
適
正
利
用
の
勧
告
、

許
可
取
り
消
し
の
実
施
や
遊
休

農
地
の
所
有
者
に
対
す
る
指

導
・
勧
告
な
ど
、
難
し
い
対
応

を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
事
態

に
適
正
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

お
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

情
報
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

○
２
０
１
０
年
度
か
ら
新
た
に
実

施
さ
れ
る
水
田
利
活
用
自
給
力

向
上
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
産

地
交
付
金
等
に
較
べ
そ
の
他
作

物
な
ど
へ
の
助
成
水
準
が
大
き

く
低
下
す
る
な
ど
の
議
論
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
一
方
で
、
米
の
「
生
産
数

量
目
標
」
に
即
し
た
生
産
の
い

か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
生

産
者
を
助
成
対
象
と
す
る
。
と

し
て
い
ま
す
。

米
の
生
産
数
量
目
標
と
切
り

離
し
、
自
給
力
向
上
を
旗
印
に

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
畑
作
で
の

麦
・
大
豆
の
生
産
者
に
対
し
て

も
助
成
す
べ
き
で
は
な
い
の
か

と
考
え
て
し
ま
う
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
本
県
の
県
北
、

沿
岸
部
で
の
畑
作
振
興
を
考
え

る
う
え
で
避
け
て
通
れ
な
い
問

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
恭
）

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

「
農
業
委
員
会
会
議
と
個
人
情
報
保
護

に
つ
い
て
」（
Ａ
市
農
業
委
員
会
）

当
市
で
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例
を
定

め
、
特
定
の
個
人
が
識
別
で
き
る
情
報

（
地
番
等
も
含
む
）
に
つ
い
て
は
開
示
し

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

同
条
例
で
、
他
法
令
の
規
定
に
公
文
書
の

閲
覧
ま
た
は
縦
覧
の
手
続
き
が
定
め
ら
れ

て
い
る
と
き
は
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
農
地
法

違
反
是
正
等
の
指
導
に
つ
い
て
農
業
委
員

会
総
会
で
議
事
に
な
り
、
開
示
す
る
こ
と

に
よ
り
著
し
く
支
障
を
来
た
す
よ
う
な
場

合
で
あ
っ
て
も
、
農
委
法
で
会
議
の
公
開
、

議
事
録
の
縦
覧
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
傍
聴
・
縦
覧
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

行
政
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ
い
て
も

十
分
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
難
し
い
時
世

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
農
業
委
員

会
と
し
て
の
総
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の

公
開
と
情
報
開
示
請
求
に
お
け
る
個
人
情

報
の
保
護
と
の
整
合
性
や
総
会
時
の
資
料

の
取
扱
い
方
な
ど
に
つ
い
て
ど
う
対
応
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

●
答
１

会
議
の
公
開
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
法
第
二
十
六
条
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
の
会
議
は
公
開
す
る
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
会
議
を
農
業

者
の
前
に
公
開
し
て
農
業
委
員
会
の
民
主

的
な
運
営
を
図
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ

り
、
こ
の
た
め
、
各
市
町
村
で
定
め
た
農

業
委
員
会
の
傍
聴
に
関
す
る
規
定
等
に
基

づ
き
公
開
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
も
の
で

あ
り
、
議
案
と
し
て
附
議
さ
れ
た
内
容
の

開
示
ま
で
言
及
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
答
２

議
事
録
の
公
開
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
法
第
二
十
七
条
に
よ
り
、

会
長
は
議
事
録
を
作
製
し
、
こ
れ
を
縦
覧

に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
議
事
録
に
は
総

会
は
も
ち
ろ
ん
部
会
の
会
議
の
議
事
録
も

含
ま
れ
、
議
事
概
要
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

審
議
過
程
の
全
て
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
解
し
ま
す
。

な
お
、
同
法
第
二
十
七
条
は
、
農
業
委

員
会
の
民
主
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
置
か
れ
た
規
定
で
あ
り
、
議
事
録
の

内
容
に
各
地
方
公
共
団
体
の
情
報
公
開
条

例
に
定
め
る
個
人
情
報
の
保
護
に
係
る
規

定
に
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
当
該
農
業
委

員
会
の
判
断
に
よ
り
、
主
要
の
措
置
（
例

え
ば
、
事
件
関
係
者
個
人
を
識
別
す
る
事

項
に
関
す
る
部
分
の
塗
り
つ
ぶ
し
等
）
を

講
じ
た
う
え
で
議
事
録
を
作
製
し
、
縦
覧

す
る
こ
と
と
し
て
差
し
支
え
な
い
と
解
し

ま
す
。
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